
学則 

 

第１章  総則 

第１条 本校は学校教育法の定めるところにより高等普通教育並びに商業に関する専門教育を施す

ことを目的とする。 

第２条 本校には次の課程・学科をおく。 

     全日制課程・商業科 

第３条 本校の修業年限は３か年とする。 

 

第２章 学年・学期及び休業日 

第４条 学年は４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

第５条 学年に分けて次の３期とする。 

 第１学期 ４月１日から８月３１日 

 第２学期 ９月１日から１２月３１日 

 第３学期 翌年１月１日から３月３１日まで 

第６条 休業日は次の通りとする。 

１．開校記念日 ５月１日 

２．都民の日条例に規定する。 

３．夏季休業日 ７月２１日から８月３１日まで。 

４．冬季休業日 １２月２６日から１月７日まで。 

５．春季休業日 ４月１日から４月５日まで。 

６．その他 国・東京都教育委員会(以下 「都教委」という)が定める日 

７．前各号に定めるもののほか、都教委の許可を得て臨時に休業日を設けることができる。 

 

第３章  教育課程及び授業日数 

第７条 教育課程及び毎週の授業数は教育課程表の通りとする。 

第８条 年間授業日数は、毎年、都教委に提出する年間行事計画に記載された日数とする。 

 

第４章 単位修得の認定 

第９条 各教科、科目の単位修得の認定は学習成績並びに出欠状況等によって行う。 

 

第５章 学級数及び教職員 

第 10条 学科・学級数は次の通りとする。 

     商業科・６学級（１学年６学級） 

第 11条 本校教職員は、校長、副校長、主幹教諭、主任教諭、教諭、養護教諭、専修実習助手、実

習助手、経営企画室長、経営企画室職員とする。校長は都教委の許可を得て非常勤講師、非常

勤教員を置くことができる。 

 

第６章 入学・退学・転学・休学・復学及び卒業 

第 12条 入学の時期は学年の始めとする。ただし、欠員がある場合は、その時期においても入学を

許可することがある。 

第 13条 入学志願者は次の資格を有するものでなければならない。 



 赤羽商業高等学校 学則 H３１～ 

 1 

１．第３学年に入学を志願できる者は相当年齢に達し、全学年の課程修了を認めるのに必要な単

位修得をした者及びこれと同等以上の学力があると認められた者。 

第 14条 入学志願者は所定の入学願書に入学考査料を添えて校長に提出しなければならない。 

第 15条 転・編入学もこれ準ずる。 

第 16条 入学選抜は都教委の定める方法によって行う。 

第 17条 入学を許可された者の保護者は、所定の期日に誓約書を校長に提出しなければならない。 

第 18条 退学又は転学しようとする者の保護者は、その理由を明記し、保護者連署の上、校長に願

い出て許可を受けなければならない。 

第 19条 復学の意思が明白であり、傷病等のため、３カ月以上出席が困難と認められる者には、３

か月以上年度末までの休学を許可することができる。休学を願い出る者の医師の診断書または

特別事由証明職を添えて校長に願い出てその許可を受けなければならない。 

第 20条 休学中の者が復学しようとするとき、その保護者は医師の診断書又はその事由証明書を添

えて校長に願い出なければならない。 

第 21条 全学年を通じ、所定単位の修得を以て卒業を認める。卒業を認められた者に校長は卒業証

書を授与する。 

 

第７章 授業料・その他 

第 22条 授業料は東京都条例（以下「都条例」という）の定めるところによる。事務規定による。 

第 23条 証明書の交付手数料は都条例の定めるところによる。 

 

第８章 賞罰 

第 24条 校長は教育上必要があると認めるときは生徒を表彰する。 

第 25条 校長は必要があると認めるときは生徒に懲戒を行う。 

     １．退学 ２．停学 ３．訓告 

第 26条 退学については次の各号のいずれかに該当する生徒に対して行うことができる。 

１．性行不良で改善の見込みがないと思われる者。  

２．学力劣等で成業の見込みがないと思われる者。 

３．正当な理由がなく出席常ならざる者。 

 

 付則 

  第１条 この学則は平成３１年４月１日から改正・施行する。 

  第２条 この学則の施行についての細則は校長がこれを定める。 

  第３条 この学則の改正は校長がこれを定める。 

 




















